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NHKニュース

マクロファージにおける転写因子MafB, c-Mafに注目した研究を行っています

１　自己免疫疾患とマクロファージ
２　腫瘍増殖とマクロファージ
３　メタボリックシンドロームとマク 
　　ロファージ
４　動脈硬化とマクロファージ
５　骨融解症と破骨細胞
６　急性腎障害とマクロファージ
７　バイオインフォマティクスを用い
　　たMaf転写因子の標的遺伝子の
　　予測
８　１００％ヒト化マウスの作製
９　動脈硬化病変部の生体イメージ
　　ング

MafAグループでは、大Maf群転写因子を中心に多数の遺伝子改変マウ
スを用いて研究を行っています。上記３つのアプローチを通じて、インス
リン産生β細胞、糖代謝異常の詳細を明らかにし、将来的にヒト臨床へ
の応用可能な治験の蓄積を探索しています。

Ground-based assessment of JAXA mouse habitat cage unit by mouse 
phenotypic studies

HCU provides acceptable conditions for mouse phenotypic analysis using CBEF in space, as 
long as its characteristic features are considered. Thus, the HCU is a feasible device for 
future space experiments
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C1galt1およびCosmcノックアウトマウスの表現型

 糖転移酵素遺伝子改変マウスを利用した生体における糖鎖機能の解明
　糖鎖および糖タンパク質の生理機能を、生体レベルの表現型解析で明らかにし、その機構を分子レベルで解明すること
を目的としています。現在は、ムチン型糖鎖合成関連遺伝子のコンディショナルノックアウトマウス(cKO)の表現型解析を
行うことによって、組織特異的な糖鎖機能の解明を行っています。(詳細はこちらを御覧ください)
①タモキシフェン誘導型全身性cKOによる表現型の網羅的解析。
②腎糸球体足細胞におけるムチン型糖鎖の役割。
③腹腔内常在マクロファージのアポトーシス細胞貪食におけるムチン型糖鎖の役割。

飼育ケージを回転させて人工重力を作れるMHUの特徴を活かし、ISSに運んだ12匹のマ
ウスを微小重力群（0G）と人工重力群（1G）に分けて飼育することで、宇宙空間で生活した
際の影響が調べられている。MHUの回転数を変えれば、月を想定した地球の6分の1の、火
星を想定した地球の3分の1の重力を作り出して、月や火星に滞在した際の影響を調べるこ
とも可能だ。

2015年に油井亀美也宇宙飛行士が組み立て、検証作業
が行われた小動物飼育装置（MHU）。大西宇宙飛行士の
長期滞在で、初めて実際にマウスが飼育された。ISSに運
ばれた12匹すべてを生還させた一方で、さまざまな技
術的な課題も識別でき、今後の改良に活かされる。

国際宇宙ステーション
（ISS）「きぼう」日本実験棟

遠心機付き生物実験装置 微小重力区画

人工重力区画（遠心機）

微小重力群（μG）

人工重力群（1G）

図1  小動物飼育ミッション写真1  小動物飼育装置（MHU）

宇宙での飼育開始５日目（2016年７月25日）
微小重力に適応できるか心配されたが、浮きながら眠る様子が観察されている。生還後にマウス
れた精子で、次の世代の仔マウスが誕生しており、地球外で生物が受けた影響が遺伝するかどうか
られている。

◆宇宙での１G（人工重力環境） ◆０G（微小重力環境）

写真2 微小重力に適応したマウス 図2

マウスを用いた宇宙環境応答の網羅的評価
(Mouse Epigenetics)
　本研究では軌道上でマウスを30日間長期飼育し、
哺乳類に対する宇宙環境の影響を総合的に調べます。
本研究は宇宙で生活する時代を見据えた、さきがけの
研究となります。


